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１、はじめに
　本研究は、一昨年度、保育学科介護福祉専攻の学生が入学してきたことをきっかけに開始したも
のである。その目的は、介護の現場における「対人関係の構築」という立場から、本学の介護福祉
専攻の学生たちの「日本語の読み書き」の基礎的な知識のレベルを縦断的に調査し、その結果をも
とに、今後の彼らへの助言や教育に役立てていこうとするものである。本稿では、まず彼らの「日
本語の読み書き」「日本語の一般常識」の基礎的知識がどの程度のレベルであったか、また学習によ
ってどのくらい伸びたかを中心に報告する。
２、方法
　本学介護福祉専攻の学生たちの「日本語の読み書き」の基礎的な知識を測るため、「文書資料講読」
の授業で、初回と最終回の日本語プレースメントテスト、及び毎回１０分間程度の日本語基礎ドリ
ルを実施した（平成 22 年度１年生 16 名）。正解を教員が板書をして自己採点したあと、用紙を回収
し次回に返却した。
　「日本語の読み書き」としては常用漢字（注１）、「日本語の一般常識」としては敬語・ことわざ・
慣用句・比喩の基礎学力を対象とした。常用漢字については、学生たちにどのような主旨で作られ
ているか説明し、その一覧表を配布した。日本語の一般常識に関しては、中学校３年生までで、教
科書で基本的なことは学んでいるはずである。
３、結果
① 日頃のドリルの得点率は、漢字→約 75％、一般常識→約 60%であった。この得点率は、平成
23/24 年度の一般常識の得点率約 80％と比較すると、約 20％低い。これは後者では社会経験の
ある研修生の入学による影響があるものと考えられる。また、英語科の「日本語教育入門」（選
択科目）の受講者よりもそれぞれ約 10％低かった。
② 学習後の得点率として、定期試験時の得点率を図１に示した。
漢字の読み書き能力の得点率は 80％で約５％上がり一般常識の得点率は 90％で約 30％上がっ
た。
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４、考察
　授業開始前、本学
介護福祉専攻の学生
たちは、漢字そのも
のは比較的読み書き
できるが、日本語の
一般常識の知識には
欠けていた。しかし、
毎回のドリルの成果
で、漢字よりも一般
常識の知識の方が飛
躍的に高まった。こ
のことは、彼らのそ
れまでの社会経験や
読書量などの不足に
起因すると思われる。
今後、彼らが社会へ
出ていくに当たって、それらの絶対的量の少なさをどう克服していくかが大きな課題となる。
　また、ドリルによって高まった漢字と一般常識を、これからどう活用し、その能力を定着させて
ていくかについても考えていかなければならないだろう。
５、まとめと現在の進捗状況
　本研究の最終的な目的は、介護福祉の対象者及びその家族と学生自身との「対人関係」のあり方
を考えることによって、学生たちがその関係を円滑に進めるための日本語のさまざまな側面につい
て理解し、介護のレベルに応じたコミュニケーションのあり方を習得することができるようになる
ことである。さらに、漢字の基礎学力をつけることや日本語の一般常識の力をつけることは、介護
福祉士としての能力のみならず日本人としてのコミュニケーション能力を高めることは疑いのない
事実である。
　本年度は、介護福祉施設での実習等で学生が作成したケースレポートの事例から、彼らの「日本
語の読み書き」の能力の特徴をさぐっているが、まだ分析の途中である。おおまかな傾向としては、
文中にいわゆる「口語」とみられるものが散見されるが、全体的には一般的な常識レベルに達した
文章であると考えられ。すなわち、本学の保育学科介護福祉専攻の学生たちの「日本語の読み書き」
「日本語一般常識」能力は一般社会に通用するものと考えられるので、それをコミュニケーションに
どう生かしていくかということに教員側の工夫が求めらていくだろう。
　注１）現在、常用漢字は 2136 字（2010 年 11 月告示）あり、中学１年生の国語教科書の最後に、　
　　　　付録としてすでに常用漢字表が付けられている。
　付記）本報告の内容は平成 22 ～ 24 年度傾斜配分研究費の助成を受けて行われた。
